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解決すべき課題・ニーズ 

№ 
①   モニタリング表 

 
サービス管理責任者 ●●●● 作 成 日  Ｈ１９年４月 １日 

 

解決すべき課題・ニーズ 工賃アップのため、注文家具製作を作れるようになる 

長期目標 注文家具を一人で作れるようになる（２年） 

短期目標１ 家具製作の基礎技術を習得する  （６ヶ月） 支援内容１ 注文家具製作の班に移り、基礎技術の習得に向けた支援を行う 

 

年月日 
短期目標に対する

達成状況の評価 

目標に対する充足度・達成されていない場

合は原因の分析 
今後の支援内容 

支援の担当職

種・担当者 

いつ 

どこで 

次回モニタ

リング時期 

利用者

確認印 

 

 

 

 

Ｈ19年 

11月2日 

□達成 

■未達成 

４月より木工クラフトの製作班から、注文家具

製作の班に移動する。まずは、小物家具の製作

から始めることとし、整理箱の製作を行う。図

面の見方については、Ｔ指導員、機械作業につ

いてはＴ指導員、製作についてはＵ指導員が担

当することになる。図面については、平面の図

面ではなかなか理解できなかったので、理解し

やすい立体図に書き換えて説明したところ６月

頃に理解できるようになってきた。機械作業に

ついては、大型の機械も多く危険が伴うため、

Ｋ指導員が一緒に出来る時間帯のみの指導で時

間が限られ十分な時間がとれなかった。このた

め横切り機、両面カンナについては使えるよう

になったが、プレス機についてはまだ指導員が

ついていないと一人では危険である。整理箱の

製作については、基本的なカンナ掛けについて

は以前クラフト品を製作していたこともありで

きている。組み立て作業については、１０月頃

にはかなりできるようになったが、図面を見て

一人で材料の準備するまでにはなっていない。

特にベニヤの種類や図面を見て材料を準備する

のが苦手なようである。 

注文家具製作に移って半年とい

うこともあり、すべての基礎技術

取得にはいたっていない。今後は

特に、立体図でなく平面図の見

方、プレス機の使い方、ベニヤの

種類の見分け方、ペーパーの選び

方等を中心に支援していく。 

（Ｕ・Ｍ） 

技術指導員 

Ｕ・Ｍ 

Ｔ・Ａ 

Ｋ・Ｔ 

作業時間 

工 場 

６ヶ月 

 

Ｈ20年４

月 

 

㊞ 



 

 

 

 

Ｈ20 年

４月5日 
□達成 

■未達成 

図面については、立体図と平面図を見比べ対

比する形で何度となく説明するが、なかなか

平面にしたときのイメージがつかないよう

であるが、外側の寸法については理解できた

ようだ。家具の骨材の組立については組立の

作業はできるが、図面から自分で材料を切り

分けて製作するところまでは到っていない。

プレス機の取り扱いについては、ほぼ覚えた

ようだが、マニュアル通りできない面もあ

り、まだ指導員がついて作業している。仕上

げのペーパーかけについては、進行状況に合

わせたペーパーの番数の選択がまだ出来て

いない。又、ペーパーの掛け過ぎで下地が見

えるまでかけてしまうことが多い。 

引き続き平面図と立体図の比較を

中心に根気強く説明していく。 

材料の切り分けについては、全部

でなく部分的にできるよう教えて

いく。 

プレス機については、事故防止の

こともあり作業の際は必ず指導員

がついて行う。ペーパーの選択に

ついては、見本を提示して理解で

きるよう支援していく 

技術指導員 

Ｕ・Ｍ 

Ｔ・Ａ 

Ｋ・Ｔ 

作業時間 

工 場 

６ヶ月 

 

Ｈ 20 年

11月 

 

㊞ 

 
□達成 

□未達成 

  

   

 

 


